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京成電鉄押上線連続立体交差事業に伴う下水道管きょ改良工事について 

内 容 

 平成 15 年２月から、東京都、葛飾区、京成電鉄が連携し、京成電鉄押上線の四ツ木駅

から青砥駅までの延長約 2.6 ㎞（事業区間約 2.2 ㎞）の区間について、交通渋滞の解消

等を目的とした連続立体交差事業が進められている。 

 この事業に伴い、京成押上線立石駅付近の鉄道運営上重要となる施設が近接しており、

線路と平行に布設された既設下水道管の撤去工事での安全な施工が課題となった。 

上記を安全かつ適正に施工するため、関連企業である京成電鉄との鉄道施設に対する

変状計測、列車見張り員の配置など近接施工協議を行ったので、これを報告する。 

 

 

 

 

キーワード 京成電鉄、連続立体交差事業、近接施工協議 

処理区名 小菅処理区 位置区分 管きょ 

職種区分 土木 施策区分 改良 

状態区分 工事 新規性  

実施年度 令和２年度～令和３年度 全体期間  

担当部署 東部第二下水道事務所 施設課 建設工事担当 

発 表

履 歴  

局内 令和３年度 カワセミ 

局外  

調査方法 委託調査 

関連情報  

 
 
 
 

1-3-2東京都下水道局技術調査年報 -2021- Vol.45 12


